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঩本峘岶峽ః録を峫岺峵ଌ඄ 

 
1951年 ・峹が国初の地域がん登録が宮城県内で開઩ 

1954年 ・日本で初めて地域がん罹患率が報告される 

1957ফ~59ফ 嵣ઁਣ৘（1957年）と長૊৘（1958年）の医ప会が 

原ೌം૩調査੻৩会（現、ଃ੮法人ଣೝ଍୶஭研究所）の協ৡを得てᇯᯂ登録を開઩ 

1960年代 ・1962年、পଚਿとఎੴ਩で地域がん登録が開઩ 

1970年代 ・神奈川県（1970 年）、೭取県（1971 年）、北海道（1972 年）、高知県（1973

年）、 山形県（1974年）、千୴県（1975年）で地域がん登録が開઩ 

1975ফ 嵣ௐেௌ௮੄峘੍ରを受岻て৉ୠ岶峽ః録ଢ଼஢ྉ岶発ଌ 

1979年 ・国の第 4 ઃபਙ新生物実ଙ調査で初めて地域のがん 3 年生存率がਁ表される（13 道府

県） 

1983ফ ・ഠ人保健法ਁഘにൣう、国ಛଓஃの開઩ 

峇島峨峑ق 14੊ਿ਩峑ৰ઱岿島て岮峉৉ୠ岶峽ః録਑২岶੗岹峘ঽ੘৬峕૶ச峕ઁ岶峵ك 

1984年 ・第 8回国੠がん登録学会がૣ岡市で開催される 

1989年 ・国の第 5ઃபਙ新生物実ଙ調査に 1道 1府 14県 2市のがん登録が૞ਸ 

1992ফ 嵣৉ୠ岶峽ః録৸বੈ৮会قJACRك岶পଚ峑発ଌ 

1995年 ・JACR 嵊崶グラフが൉刊される（以後年 1回刊行） 

1996年  ・地域がん登録研究ྉが岣がん登録଻人情報保૧岤崔イドラインを発表 

1998年 ・ଓஃ金の一ಹଃ౺化がん登録は、都道府県の自主ਙに੻峗られる  

2002ফڴা 嵣௏೨ੜਤ১ਁഘ 岶峽ః録をব఺峝৉্ਁુ੮৬峘౑ৡଝਜ峒ૠ৒ 

2004年 4月 ・第 3ઃ対がん 10 か年総合ਅറが઩峨る岞岣がん予ଆ対策のためのがん罹患・死亡৿向の実ଙ 

඼の研究岤ྉ（ຳ೯௖ྉ長）による 15府県に対しての支援৬制が開઩ 

 

2005年 9月 ・JACR が岣地域がん登録における機ഡ保੅に関する崔イドライン岤を刊行する（大島明理事長） 

2006ফ 6া 嵣岶峽ৌੁ੦本১ਁഘ 

2006年 10月 ・国立がんセンターがん対策情報センターがん情報・統計部地域がん登録室の開設 

2007年 4月 ・がん対策推進協議会が発足 がん対策推進基本計઺がਁ表される 

・ がん対策基本法の理୛に基づきがん診療連携拠点病院の੐定が開઩ 

（これによりがん罹患の届出੯数が全国的に૶増する） 

 

2010年ڭ月 ・JACR が NPO法人となる 

2010ফ 10া 嵣第 32回ব੠岶峽ః録学会ق૯ଘ৘كを岝বয়岶峽ଢ଼஢崣ンター峒 JACR岶ુಈ峃峵 

 

2012年  ・がん対策推進協議会にてઃ਋がん対策推進基本計઺が策定され、がん登録のಌなる推進が



明記される 

・JACR ががん登録の法制化を要஦する意見છをௐௌ大෦らへ提出 

・૝૊਩峒ূ਎੃をਈ৏峕岝৸ব 47੃੊ਿ਩峑৉ୠ岶峽ః録হ঵岶ৰ઱岿島峵৬਑峕 

・国੠がん研究機関（IARC、リ嵐ン）が発刊する、岣5 大ಮのがん罹患岤第 ඕに、 宮城、新ڬ1

ඎ、ૣ井、愛知、大阪、ઁ島、佐賀、長崎のデータがൕൗ岞宮城は、 第 1 刊から連ਢ 10 回の

ൕൗとなる岞 

 

2013ফ 

12া 6঩ 

嵣岣岶峽ః録௓ਤ১岤岶ਛয় 

2015年 ・ JACR が਍全ଵ理ೈ置嵊ニタリング事業を開઩ 

2016ফ 1া 嵣岣岶峽ః録௓ਤ১岤岶઱ষ岞৉ୠ岶峽ః録峙ব峘হ঵峒峔峵岞 

2016年 ڲ月 ・地域がん登録全国協議会は日本がん登録協議会と੝名岞 

2016ফ 9া 嵣JACR岶ફ঩岶峽প賞を受賞 

2016年 10月 ・JACR は国立がんセンターからの受౏業務として、都道府県のがん中ఙ登録室・૙৩を対଴とし

た਍全ଵ理ೈ置嵊ニタリング事業を開઩ 

2017ফڲা 嵣৸ব岶峽೩঻৴়会峒 JACR岶 J-CIP崿嵕ジ崏崗崰ੈ৒છをഁ੥ 

 

2018年 1月 ・日本からは宮城、௘田、山形、ౡ木、ණ஝、⑞城、神奈川、新ඎ、ૣ井、山๤、愛知、大阪、

ௗಛ、ઁ島、愛၊、佐賀の16府県が૞ਸした、CONCORD-3の੥ટの૛文が LANCETにൕ

ൗ 

2018ফ 11া 嵣JACR岶ੳ৒ NPO১য峒峔峵 

2019ফ 1া 岶峽ః録௓ਤ১峕੦峏岹ੂ峫て峘集ੑக岶ௐௌ੄岵峳ਁ表岿島峵 

 

  

 



 
 

JACR峘૾யڵڭڬڮقফ 1া 31঩ৎਡك 

 
ਫ会৩（47都道府県ٹ 1市、1研究੮৬） 

北海道、青森県、గ手県、宮城県、௘田県、山形県、ૣ島県、⑞城県、ౡ木県、ණ஝県、 

൮௣県、千୴県、東਎都、神奈川県、新ඎ県、୕山県、લ川県、ૣ井県、山๤県、 

長野県、ว໣県、ಯ岡県、愛知県、ਕ੎県、ཱྀ賀県、਎都府、大阪府、ௗಛ県、奈ଐ県、和స山県、೭取県、島உ

県、岡山県、ઁ島県、山ઠ県、೉島県、香川県、愛၊県、高知県、ૣ岡県、佐賀県、長崎県、ി本県、大分県、宮

崎県、ಧ児島県、沖縄県、ઁ島市 

（一঺）CDAA 

 

 ੮৬එஃ会৩（30੮৬）ٹ

（一঺）全日本崛ー崺ー協会（5ઠ） 

（ਁ঺）日本医ప会、日本生命保૫相൩会঺、東਎海上日৿岬んしん生命保૫（ઙ）、 

東਎海上日৿ౌ಼保૫（ઙ）、୕士ৢ （ઙ）（4ઠ） 

ア嵉リカンファ嵇リー生命保૫会঺、MSD （ઙ）（3ઠ） 

（ਁ঺）日本ຓఐ医ప会、（ઙ）嵌クルト本঺、サイニクス（ઙ）、௡のಞ（ઙ）、（ઙ）レ崲崮ック、௤保ジ嵋崹ン

日本௪亜峜峨峹り生命保૫（ઙ）、୲光ଲఇ（ઙ）、୕士フイルム嵉ディカル（ઙ）、嵆ニ嵍ライフ生命保૫（ઙ）

（2ઠ） 

（ਁଃ）日本対がん協会、アストラ崤崵カ（ઙ）、୕士レ崻オ（ઙ）、๯見ଲఇ（ઙ）、大ุఇષ工業（ઙ）、 

中外ଲఇ（ઙ）、第一ਕ共（ઙ）、崶バル崮ィスファー嵆（ઙ）、（ઙ）キ嵋ンサースキ嵋ン、嵉ルクセ嵕ー崶（ઙ）、ファ

イ崞ー（ઙ）、ਕ井ક友海上岬いおい生命（ઙ）、૱田ఇષ工業（ઙ）（1ઠ） 

 

 ଻人එஃ会৩（12名）ٹ

田中英夫஘、佐々木ဧ஘、岡本ઉ幸஘、ૺ井田ᅝ美஘（他 8名） 

  



 
 

 
 

 ৩（敬ูറ）૽ٹ

理事長 ၘ木 ਦ裕 ණ஝県ୋ生環境研究所 

ౢ理事長 

 

ਧ野 ఒ一 金૕医ఐ大学 

大木 い峄み ౡ木県立がんセンター 

理事 ൄ木 文ේ （ਁଃ）ණ஝県健೨づくりଃ੮ 

 ਕ上 ஐ夫 千୴県がんセンター 

 ਍田 ยఴ 高知大学教育研究部 

 松坂 方士 ൞前大学医学部ဟര病院 

 田渕 健 東਎都立฀੢病院 

 宮代 ࿪ 大阪国੠がんセンター 

 പ山 裕美 （ਁଃ）ଣೝ଍୶஭研究所 

 伊藤 秀美 愛知県がんセンター研究所 

૰事 片山 佳代子 神奈川県立がんセンターಏ෫研究所 

第8ڮ回 

学術集会長 

高ଶ ᝥ人 北海道がんセンター 

൹ਖ 田中 英夫 大阪府഍和田保健所 

ๅ田 憲一 全国ୋ生部長会 

岡本 ઉ幸 ઙૄ会঺レ崲崮ック 

 

 ૚ர੻৩会（敬ูറ）ٹ

੻৩会名 ੻৩長 

学術੻৩会 ਍田 ยఴ 

਍全ଵ理੻৩会 ਧ野 ఒ一 

ઁ報੻৩会 松坂 方士 

教育研ఊ੻৩会 大木 い峄み 

国੠੻৩会 伊藤 峰り 

 木 ਦ裕ၘ ۅھڸٕڿ

 



表༟਑২ 

 

（1） 学術တཫೖ 

がん記述疫学の研究分野で優れた研究業ౚの岬る 50歳以ৣの研究者を対଴とする岞 

 

 これ峨での受ೖ者歴（敬ูറ） 

 

受ೖ年 回 受ೖ者 所ര 

平成 24年 第ڭ回 松田 ඈ大 国立がん研究センター 

平成 25年 第ڮ回 പ山 裕美 ଣೝ଍୶஭研究所 

平成 26年 第گ回 片野田 耕太 国立がん研究センター 

平成 27年 第ڰ回 伊藤 峰り 大阪府立成人病センター 

平成 28年    

平成 29年 第ڲ回 田࿴ ௼大 大阪国੠がんセンター 

平成 30年 第 7回 伊藤 秀美 愛知県がんセンター研究所 

中田 佳世 大阪国੠がんセンター 

 

（2） がん登録実務඘ௌ者表彰 

全国（地域）・院内がん登録の実務৽ୡが 3 年以上岬り、全国（地域）・院内がん登録で඘ౚを岬げた者、今後の

活ඩが਋ୄできる者、データ活用、がん対策に๾൴した者を対଴とする岞 

受ೖ年 受ೖ者 所ര 

平成 30年 小出 佳代子 愛知県がんセンター研究所 ఩஫子医療研究部 

 ❅ଶ ಂ保子 千୴県がんセンター 

 原上 ࿓௶ ଣೝ଍୶஭研究所 

 

 上村 ୺作 東਎都がん登録室 

 ਍೅ ૓香里 大分県ૣක保健部 

 ෭本 ຀子 山഻੓子ಢ਋大学 

 中௔ 愛恵 島உ大学医学部ဟര病院 

   

   

 

  



（3） 都道府県がん登録実務඘ௌೖ 

૚県のがん登録室を対଴とする岞Gold は CONCORD・CI5 ૞ਸ府県、Silver は MCIJ A 基૆を満たす県と、2 つの

基૆を設けて都道府県のがん登録室の表彰を行う岞 

受ೖ年 Gold受ೖ県 Silver受ೖ県 

平成 30年 宮城県 北海道 

 ௘田県 青森県 

 山形県 宮城県 

 ౡ木県 ൮௣県 

 ණ஝県 ಯ岡県 

 ⑞城県 神奈川県 

 神奈川県 長野県 

 新ඎ県 ว໣県 

 ૣ井県 લ川県 

 山๤県 ཱྀ賀県 

 愛知県 ਕ੎県 

 大阪府 奈ଐ県 

 ௗಛ県 和స山県 

 ઁ島県 島உ県 

 愛၊県 ೭取県 

 佐賀県 岡山県 

  山ઠ県 

  香川県 

  ೉島県 

  高知県 

  ૣ岡県 

  長崎県 

  大分県 

  ി本県 

  ಧ児島 

  



（4） 藤本伊ਕ୙ೖ 

国੠がん登録学会な峓、JACR が੐定する国੠学会において、がん記述疫学・がん対策の研究分野で優秀な研究発表

を行峍た 45歳以ৣの者を対଴とする岞 

受ೖ年 受ೖ者 所ര 

平成ڵڮ年 ૣ井 敬མ 大阪国際がんセンター 

 田中 里奈 ൞前大学大学院 

医学研究ఐ 

平成 30年 ჾ当者なし  

 



学術集会峘৫ಈ၎ഄ 

 
開催日 回 開催地 大会長 

平成 4年 12月 10日 第 1回 大阪市 藤本伊ਕ୙ 

平成 5年 10月 8日 第ڮ回 ෽઎市 高野ೣ 

平成 6年 9月 21日 第گ回 ઁ島市 ஝࿴ ஬಻ 

平成 7年 9月 21日 第ڰ回 山形市 佐藤 幸௟ 

平成 8年 9月 20日 第ڱ回 長崎市 ౱田 高ଐ 

平成 9年 9月 12日 第ڲ回 千୴市 村田 紀 

平成 10年 9月 4日 第ڳ回 名ଽો市 田島 和௟ 

平成 11年 9月 14日 第ڴ回 神ૺ市 લ田 輝子 

平成 12年 9月 14日 第ڵ回 ૯ଘ市 岡本 ઉ幸 

平成 13年 9月 14日 第ڬڭ回 大阪市 大島 明 

平成 14年 9月 13日 第ڭڭ回 ৪子市 ഍本 ิ治 

平成 15年 9月 12日 第ڮڭ回 ૣ井市 藤田 学 

平成 16年 9月 2日 第گڭ回 ෽઎市 ▏ 一୙ 

平成 17年 9月 2日 第ڰڭ回 東਎都 ຳ೯௖ 友ේ 

平成 18年 9月 1日 第ڱڭ回 山形市 松田 ජ 

平成 19年 9月 7日 第ڲڭ回 ઁ島市 児௣ 和紀 

平成 20年 9月 12日 第ڳڭ回 長崎市 関உ 一୙ 

平成 21年 9月 4日 第ڴڭ回 新ඎ市 小松原 秀一 

平成 22年 10月 15日 第ڵڭ回 ૯ଘ市 岡本 ઉ幸 

平成 23年 9月 15日 第ڬڮ回 千୴市 ਕ上 ஐ夫 

平成 24年 6月 8日 第ڭڮ回 高知市 ਍田 ยఴ 

平成 25年 6月 14日 第ڮڮ回 ௘田市 ਸ藤 າ୙ 

平成 26年 6月 13日 第گڮ回 ஸ市 中௿ 一ಋ 

平成 27年 6月 11日 第ڰڮ回 前ଶ市 ၘ木 ਦ裕 

平成 28年 6月 3日 第ڱڮ回 金૕市 ਧ野 ఒ一 

平成 29年 6月 9日 第 26回 松山市 ஁本 ๕൞ 

平成 30年 6月 13日 第 27回 ຏೱ市 増田 昌人 

平成 31年 6月 19日 第 28回 ైච市 高ଶ ᝥ人 

 



਌峔໷ষ੟ 

 

（1） News letter 

No.1〜 No.46（1997年〜2019年） 

年ڮ回刊行 

http://www.jacr.info/publicication/publicication3.html にてਁ開 

 

（2） JACR Monograph 

No.1〜No.23（1994年〜2018年） 

 

（3） எたちの地域がん登録 

2012年出ග 

 

（4） 地域がん登録の手ਬき ੝ၖ第ڱග・ถ಍ග 

2013年発行 

 

（5） がん登録の手ਬき ੝ၖ第 6ග 

 2018年発行 

 

（6） 地域がん登録における機ഡ保੅に関する崔イドライン 

 2005年 9月発行 



JACR Monograph ਺ံૠ৒ 

 

2019年 2月現૔ 

 対଴とする૛文の学術୩域؝ڭ

JACR 嵊崶グラフは、以ৣに関する૛文の投稿をຈಶし峨す岞 

⋇ 全国がん登録峮地域がん登録資料を活用したがんの記述疫学研究 

⋈ 人ઠ৿ଙ死亡情報ಉの政府統計資料を用いた、がんの記述疫学研究 

⋉ 院内がん登録資料を用いた病院のがん医療機能の評価に関する研究 

⋊ がん対策の੫઺、立੧、嵊ニタリング、評価に関する政策的研究 

⋋ がん登録事業のౄ実峮、資料の利活用のയ進を௕るための法঺会ఐ学および情報ఐ学的研究 

⋌ がん登録資料との記録ස合の੥ટを用いた崛ー嵃ート研究 

⋍ 峇の他の国੠協同研究をஅめたがんの記述疫学的研究 

 

 投稿受હ਋৑؝ڮ

当ჾ年度に発行される嵊崶グラフの投稿受હ਋଒は、同一年度の 9 月 30 日峨でとし峨す岞 

 

 投稿૛文のரథと原稿のスタイル؝گ

(1) 原෩ 

1) タイトル嵂ージ ⋇タイトル、⋈෩者名、⋉෩者の所ര施設、⋊Corresponding author 名と峇の連൪੔

（ક所、ਗ਼ਵ୞ಀ、FAX ୞ಀ、ਗ਼子嵉ール）、⋋૛文のரథ、⋌要຺と本文峇れ峈れの文字数 

2) 要຺ 800 字以内岞構ୗ化（目的、方法、੥ટ、੥૛）が஦峨しい岞 

3) 本文 岣1؝は峂めに岤、岣2؝方法岤、岣3؝੥ટ岤、岣4؝અ௄岤で構成するが、૑要に応峂、2.(1),1)と、ණ小

化してଐい岞૑要に応峂、පോを岣4؝અ௄岤の後につける岞පോをஅめ、6000 字以内とする岞 

4) ௕表は、合計 8 つ峨でとする岞ਬ用文൴は、30 ౣ峨でとする岞 

(2) 総説 

1) タイトル嵂ージ 原෩૛文に同峂岞 

2) 要຺ 800 字以内岞 

3) 本文 内容に応峂、ి࿤構ୗ化を௕る岞පോをஅめ、8000 字以内とする岞 

4) ௕表は合計 6 つ峨でとする岞ਬ用文൴は、60 ౣ峨でとする岞 

(3) 資料 

地域がん登録資料、政府関係資料、院内がん登録資料ಉを用いた統計データの提示を中ੱとした૛文峮、がん

登録事業峮がん対策のౄ実に૽立つとઅ岲られる資料岞 

1) タイトル嵂ージ 原෩૛文に同峂岞 

2) 要຺ 400 字以内岞 

3) 本文 内容に応峂、ి࿤構ୗ化を௕る岞පോをஅめ、4000 字以内とする岞 



4) ௕表は合計 10 峨でとする岞ਬ用文൴は、20 ౣ峨でとする岞 

(4) がん登録事業活৿報告 

登録ಖ度峮໌時ਙの向上な峓に関する嵎ニークな取り組みと峇の効ટ評価、ઁ報活৿、実務૿当者への教育研

ఊ活৿な峓、他県の取り組みの૞અになるとઅ岲られる活৿の紹介岞 

1) タイトル嵂ージ 原෩૛文に同峂岞 

2) 要຺ 400 字以内岞 

3) 本文 内容に応峂、ి࿤、構ୗ化を௕る岞පോをஅめ、4000 字以内とする岞 

4) ௕表は合計 6 つ峨でとする岞ਬ用文൴は、10 ౣ峨でとする岞 

(5) 提੉ 

がん登録事業峮がん対策の੫઺、実行、評価活৿と峇の基ೕ整૟に関する提੧・提੉岞提੉の్い・意ଝ、提੉

の理૛的உ拠、提੉のஉ拠となる੔行事例、提੉が実現した場合に生峂る嵉リットデ嵉リットな峓について、੉఺する

こと岞 

1) タイトル嵂ージ 原෩૛文に同峂岞 

2) 要຺ 400 字以内岞 

3) 本文 内容に応峂、ి࿤、構ୗ化を௕る岞පോをஅめ、4000 字以内とする岞 

4) ௕表は合計 4 つ峨でとする岞ਬ用文൴は、20 ౣ峨でとする岞 

 

 投稿原稿の෋ൿ要୩؝ڰ

(1) MS Word（ver.2010以ఋ）をઞ峍て日本ୁで作成する岞数字఺びアルファ嵁ットは原ಋとして઄角とする岞 

(2) 数字は算用数字を用い、౐位峮࿋ಀはຯ用のものを用いる岞 

(3) ્໰な、岬るいは્定分野のみで用いられている౐位、࿋ಀ、റಀならびに表現にはල౐な説明をਸ岲る岞 

(4) ౮なる機関にരするものが共෩で岬る場合は、૚所ര機関に୞ಀをつけて੽名ჷのৣに一ฐして示し、峇の

୞ಀを対応する෩者の੽名のక๛に記す岞 

(5) ௕、表および୼真には௕ 1、表 1、および୼真 1 な峓の୞ಀをつけ本文とは別に峨とめておく岞表は表題とと

もに 1 ූの用౛に 1 つとする（௕、୼真についても同峂）岞௕はტ例とともに原ಋとして峇の峨峨ൕൗできる明ᐱな

ものとする岞௕表は、Excel もしくは Power Point （峓ちらも ver.2010 以ఋ）で作成する岞୼真は JPEG も

しくは GIF データで提出する岞௕、表、୼真は、全てஜహഀླྀとなるので、峇れを୛୍にტ例な峓を作成すること岞 

(6) ਬ用文൴の後に、英文 Summary をൕൗすることができる岞఼උされた૛文の英文Summary は、௕表

とともに JACR の嵃ーム嵂ージにൕൗされる場合が岬ることをഅဍすることが、英文 Summary を JACR 嵊崶グラフ

にൕൗすることの૖੯となる岞当๟への英文 Summary のൕൗを希஦する場合は、嵕ー嵆字による෩者名と所ര

施設名と400 ౐ୁ以内の英文Summary を、このದ୞でਬ用文൴の後のᅚに用意する岞峇して、௕表および峇

のტ例とタイトルは、英ୁで作ること岞なお、英文 Summary は、௧୅ੇによるチ崏ックを受けておくことが஦峨しい岞 

(7) ਬ用文൴の記ൗ஘ૄ 

1) 文൴は本文のਬ用ᆽ所の๛に 1)、1〜5)、1,3〜5)と、ਬ用するದに୞ಀで示し、本文の後に一ฐしてਬ

用୞ಀದに記ൗする岞文൴の෩者が 3 人峨では全৩、4 人以上の場合は 3 人目峨でを଱げ、4 人目以ఋは

੄റして、3 人の෩者名+岥؜他岦とする（以ৣの例を૞ස）岞英文の文൴で෩者が 4 人以上の場合は、3 人



の෩者名+岥؜et al.岦とする岞 

2) හ๟名は峇のහ๟がઞ用しているറ名が岬る場合はઞ用してもよい岞 

3) 記ൗ方法はৣ記のとおり岞 

⋇  හ๟の場合 ෩者名؝表題؝හ๟名؝発行年（ਧႢ）ؠඕ؟ᅚ�ᅚ؝ 

例 1؟田中英夫؜ਧ山ሟఘ؜ஸി秀明他؝癌௧୅医療施設におけるଣೝ଍治療の৿向؝癌のಏ෫؝

 ؝449�455؟47 2001

例 2؟Tanaka H, Uera F, Tsukuma H, et al. Distinctive change in male liver cancer incidence 

rate between the 1970s and 1990s in Japan: comparison with Japanese�Americans and US 

whites. 

Jpn J Clin Oncol. 2007;37:193�196. 

⋈  ౐行本の場合 ෩者名؝表題ౣ؝集名؝છ名؝発行所所૔地؟発行所؜発行年（ਧႢ）ؠᅚ�

ᅚ؝ 

例 3؟හ賀ਁ美子؜松田ඈ大؜ຳ೯௖友ේ؝日本のがん罹患の将来推計؝ຳ೯௖友ේ؜片野田耕太؜

௡木和ಜ子؜ஸി秀明؜井岡亜希子؝ౣ؜ がん・統計ஜછ 2012؝東਎؟໵原出ග新঺63ؠ2012؜�

 ؝82

例 4؟Tanaka H. Prevention of cancers due to infection. Miller AB, eds.Epidemiologic studies 

in cancer prevention and screening. New York: Springer, 2012; 65�83. 

⋉  インター崵ットのサイトの場合 他にిજな資料が得られない場合は文൴としてઞ用してもよいこととする岞この

場合は、サイト名とアドレスをලၷかつ明નに記ൗするとともに、アクセスした年月日もહ記すること岞 

 

 投稿方法؝ڱ

ઃのファイルをৣ記嵉ールアドレス峨でਗ਼子嵉ールに๣હしてଛਦし峨す岞 

(1) ଛਦするファイル 

1) タイトル嵂ージ、要຺、本文、ਬ用文൴、英文 Summary 嵂ージ峨でをৢしてᅚ୞ಀをહしたファイル岞 

2) ௕表は 1 点につき 1 つのファイル岞 

(2) ଛり੔ 日本がん登録協議会事務ଂ office@jacr.info 

 උの方ଉ఼؝ڲ

投稿原稿の఼౯は、原ಋとして peer review による査ഭプ嵕セスを৽て、JACR 嵊崶グラフౣ集੻৩でଟ議し決

定し峨す岞఼උ決定の前に corresponding author に対し、revision を੐示することが岬り峨す岞 

 

 ෩作ਥ؝ڳ

ൕൗされた૛文の෩作ਥは、JACR にషരし峨す岞 

 

 峇の他、本規定に対するਖい合峹峅は、事務ଂ（office@jacr.info）峨で岞؝ڴ
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